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AtsuyaSENZAKI

Fromthel)ePartmentqfUrology,

KinanSageHospital .

Hochuekkitowasadministeredin2.5gdosesthreetimesadayto162patientswho

complainedofanorexiaor正assitudebacauseofgenitourinarycancer。Theef痘cacyratewas

63.0劣.Therateofef正bctivenessonanorexiawas48.4%andthatonlassitudewas36.6%.

Sideeffectswcreobservedin12patients(7.4%),butmostofthemweremildgastrointestinal

disorders.Nosevereadverseeffectswerenoted.

Keywords:Hochuekkito,Malignantneop艮asm,Anorexia,Lassitude

は じ め に

悪性腫瘍症例では病状の進行とともに,全 身状態が

悪化し,い わゆる悪液質といわれる状態となる.食 欲

不振 全身倦怠感などが出現し,悪 循環に陥 り,全 身

状態がさらに悪化する1・2).

また,悪 性腫瘍症例に対 して,化 学療法あるいは放

射線治療をおこなうと,食 欲不振,全 身倦怠感などの

副作用のために,治 療を中止せざるをえない場合も多

くみられる.

これらの食欲不振,全 身倦怠感などの症状を改善で

きれば,悪 性質状態での栄養障害を軽減し化学療法,

放射線治療を継続することが可能 となる.

今回,わ れわれは,悪 性腫瘍患者の食欲不振,全 身

倦怠感などの症状の改善を目指して,ツ ムラ補中益気

湯エキス穎粒を用いて良好な治療成績を得たので報告

する.

対象症例および方法

症 例 は,泌 尿器 お よび後 腹 膜悪 性 腫 瘍 患 者162例 で

あ る.性 別 は男 性131例,女 性31例 で あ り,年 齢 は24～

85歳,平 均66・4歳 で あ る(Fig.1).対 象 疾 患 はTable

1の よ うに な っ てお り,尿 路 上 皮 癌 が 約 半 数 を 占め て

い る.

投 与 方 法 は,ツ ム ラ補 中 益 気 湯 エ キ ス顯 粒 を1回

2.59,1日3回 計7.59の 経 口投 与 と した.投 与 期 間

は1～142週 間 で あ り,平 均20.1週 問 で あ った(Table

2).投 与 期 間 が1週 間に 満 た な い もの は除 外 した.

治療 効 果 は 食 欲 の 改善,体 重 の増 加,performance

statusの 改 善,睡 眠 の改 善,自 覚 的快 適 さ な どに っ

い て判 断 した,効 果 判 定 は,著 効,有 効,や や 有 効,

無 効 に わ け,担 当医 の判 断 に よ った.

%o),有 効25例(15.4%),や や 有効72例(44.4%),

無 効57例(32.5%),不 明3例(1.9%)で あ っ た

(Table3).
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結 果

162例の治療効果判定をおこなうと,薯 効5例(3.1

TableI.対 象疾 患

80 90

疾 患 症例数

尿 路 上 皮 癌82例

前 立 腺 癌

腎 癌

睾 丸 腫 瘍

その他の悪性腫瘍

43例

20例

9例

8例
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投与期間 症例数 疾 患 病 期 著効 有効 やや有効 無効

1～4週

5～!O週

1!～20週

21～50週

51週 以上

不 明

65

39

11

19

24

4

StageA

Stage81

前 立 腺 癌

StageC

StageD

1

1

2

3

1

5

611

3

1

8

投与平均20.1週

Table3.治 療 効 果

StageA

StageB1

尿路上皮癌
StageC1

StageD

1

2

3

3

4

2

5

1

3

1

812

効 果 症 例 数

著 効5(3.19e)

有 効25(15.49。)

や や 有 効72(44.49e)

無 効57(35.2%)

不 明3(1.99・)

Table8.副 作 用(12例)

Table4.食 欲 不 振 の 改善

投 与 前 投 与 後

良17例(11,1g。)45例(29.49・)

普51例(33.39。)62例(40.5%)

心 窩 部 痛

胸 や け

嘔 吐

口 内 炎

食 欲 不 振

肝 機 能 障 害

発 疹

腰 痛

不 安 感

2

2

2

1

1

1

1

1

1

例

例

例

例

例

例

例

例

例

不良85例(55,67。)46例(30,19・)

改 善74例 (48.4%)

Table5.自 覚 的快 適 さ の 改善

投 与 前 投 与 後

上3例(2・77・)19例(17・090)

中58例(51.89。)61例(54.57e)

下51例(45.57。)32例(28.57・)

改 善41例 (36.6%)

Table6.悪 性度別治療効果

疾 患 悪性度 著効 有効 やや有効 無効

G1

前 立腺 癌G2

G3

1

1

2

1

4

3

7

2

1

1

G1

尿路上皮癌G2

G3

1

1

495

51212

489

著効 と有 効 を 合 わ せ る と30例(18.5%)で あ り,や

や 有 効 を加 え る と102例(63.0%)で あ った.

食 欲(良 好 ・普 通 ・不 良 に分 類)の 改 善 に つ い てみ

る と153例 中74例(48.4%)に 改 善 が 認 め られ た.投

与 前 に 食 欲 不 振 を 訴 え た症 例 は85例(55.6%)で あ っ

た が,投 与 後 に は46例(30.1%)に 減 少 して い た.ま

た,投 与 前 に 食 欲 良 好症 例 は17例(11.1%)に す ぎ な

か った が,投 与 後 に は45例(29.4%)に 増加 して いた

(Table4).

自覚 的 快 適 さ(上,中,下 に 分 類 す る)の 改善 に つ

い て み る と112例 中41例(36.6%)に 改善 が 認 め られ

た.投 与前 に 上3例(2.7%),中58例(51.8%),下51

例(45.5%)で あ った が,投 与 後 に は上 ユ9例(17.0

%),中61例(54.5%),下32例(28.5%)と か な りの

改善 が認 め られ て い る(TabJe5).

前 立 腺 癌 症 例 と尿 路 上 皮 癌症 例 に つ い て各 悪 性 度 別

に治 療 効 果 をみ た も の をTable6に 示 す が,悪 性度

と治 療 効 果 に 相 関 を 認 め な か った(Table6).

各 病 期 別 に 治療 効果 をみ る と,各 病 期 と もに 治療 効

果 に 対 して影 響 を 与 え て い な い と考 え られ た(Table

7).
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Table9.補 中益気湯の成分

配 合 生 薬 基 源 主要成分 薬 効

Astragalusmembranaceus
オ ウ ギB

ungeま た は そ の 他 同 属 植 物(マ(黄書)

メ科)の 根

ソ ウ ジ ー ツ ホソバ オケラ または そと変種(キ

(蒼 尤)ク 科)の 根 茎

ニ ン ジ ン

(人 参)

ト ウ キ

(当 帰)

サ イ コ

(柴 胡)

タ イ ソ ウ

(大 黍)

オタネニンジン(ウ コギ科)の 根

(細根 を除 去)

トウキまたはその他近縁植物(セ

リ科)の 根

ニシマサ イコ(セ リ科)ま た はそ

の変種の根

ナツ メまたはその他 同属 植物(ク

ロウメモ ドキ科)の 果実

チ ン ピ ミカ ンまたは,そ の他 近縁植物

(陳 皮)(ミ カ ン科)の 成熟 した果皮

カ ン ゾ ウ カ ンゾウ(マ メ科)の 根 およびス

(甘 草)ト ロン

シ ョ ウ マ

(升 麻)

シ ョウキ ョウ

(生 姜)

サラシナ シ ョウマまたはその他 同

属 植物(キ ンポ ウゲ科)の 根茎

シ ョウガ(シ ョウガ科)の 根茎

有効成分未詳

(フ ラボ ノイ ド)

精 油

(atractylodin

βeudesmoり

強壮 ・止汗 ・強心

利尿 ・血圧降 下

健 胃 ・整腸

利尿 ・発汗

消化 不 良 ・嘔 吐サ ポ
ニ ン(ginsenoside) 弛 緩 性 下 痢

・食 欲 不 振

精 油 補 血 ・強壮

(butylidenephthalide)鎮 痛 ・緩 下

saikoside 解 熱
・健 胃 ・鎮 痛

stigmasterol

糖,粘 液質 な どの 水 溶 性 緩 和 ・強 壮 ・鎮 静

糖 質 補 血 ・利 尿

精 油(d・limoneneな ど)

フ ラボ ノ イ ド配 糖体 健 胃 ・鎮 嘔 ・鎮 咳

(hesperidine)

glycyrrhizin

(glycyrrthetinicacidと 矯 味
・緩 和

2分 子 のglucuronicacid) 鎮 咳
・去 疲

glabricacid

liquiritin

isoferulicacid

精 油(zingiberol)

gingerol

脱肛 ・子宮脱 ・解熱

嘔吐 ・咳 ・胸痛

腹痛 ・下痢

副作用は,162例 中12例(7.4%)に 認め られ,心 窩

部痛,嘔 吐などの消化器系に関するものが多 くみられ

たが,同 時に多くの薬剤を併用している症例が多 く,

因果関係が 判然としないものが多かった(Table8).

重篤 な副作用は認め られなかった.

考 察

ツムラ補中益気湯ヱキス穎粒は,黄 書,蒼 尤,人 参,

当帰,柴 胡,大 覆,陳 皮,甘 草,升 麻,生 姜の生薬の

配合された薬剤で,各 成分の薬効はTable9の よう

になっている.そ の使用目標は,「 諸種の原因によ

って体力が衰え元気がなく,胃 腸の働きも衰えて,食

欲不振とな り,四 肢倦怠感を訴える場合に用いる」と

なっている.適 応症としては,夏 やせ,病 後の体力

増強,結 核症,食 欲不振,胃 下垂,感 冒などがあげら

れている,

各成分の作用をみると,強 壮作用,消 化機能増進作

用がおもなものであ り,今 回のわれわれの治療も,悪

性腫瘍患者に対して,こ れ らの作用をおよぼすことを

目標としておこなった.

治療成績は,有 効例が,63.0%に もおよび,か なり

の治療効果が得られた。食欲不振,全 身倦怠感などの

病状に対しては,偽薬との二重盲検法を用いなければ,

明確にはいえないが,あ る程度の効果が得 られた.

食欲不振に対 しては有効率48.4%で あ った.食 欲不

振に対しては,メ トクロプラ ミド3)や ドンペリドン4)

が よく用いられているが,こ れら薬剤は,悪 性腫瘍患

者に対しては,主 として抗癌剤投与時の嘔気,嘔 吐の

防止に用いられる5,6).ド ンペ リドンは,消 化器不

定愁訴としての食欲不振に対しては,50%以 上の効果

をあげている4).

全身倦怠感(自 覚的快適さ)に 対しては有効率36.6

%で あ った.

漢方薬は,最 近広 く用いられるようになっており,

補中益気湯は,手 術後の回復促進や不定愁訴,慢 性肝

炎の治療に用いられている7・8).

補中益気湯の疲労に対する効果をみると,神 ら9)は,

疲労回復作用があると報告している.悪 性腫瘍自体に
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対する作用は,太 田ら10》は!5-FUお よびMMCの

効果を増強するかどうかを検討しているが,補 中益気

湯には効果増強作用は,な いとしている.し か し奥

田ら11)は補中益気湯が肝癌患者の腹水中に含まれる ト

キソホルモンーLに 対して その脂肪分解 活性をいちじ

るしく抑制すると報告してお り,悪 性腫瘍に対 して,

なんらかの作用をおよぼす可能性が示唆されている.

なお,悪 性腫瘍患者に対しても,疲 労回復作用およ

び食欲増強作用は広 く認められてお り12),悪 性腫瘍患

者に対して化学療法,放 射線治療をおこな うときおよ

び悪液質の患者に対 しても,投 与する価値のある薬剤

と考えられる.

結 語

悪性腫瘍患者162例 に対 して,ツ ムラ補中益気湯エ

キス穎粒を投与 し,食 欲不振,全 身倦怠感の改善など

について検討した.

162例中102例(63.0%)に 治療効果が認められた.

副作用は12例(7.4%)に 認 められたが,重 篤な副

作用は認められなかった.
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東 医 誌33=205～215,1983

9)神 敏 郎 ・豊 岡 憲 治 ・飯 田 司 。工 藤 剛 ・尾 山

力:補 中 益 気 湯 の疲 労 お よび 内 分 泌機 能 に 及 ぼ す

影 響.医 学 と薬 学7=1242～1247,1982

10)太 田隆 英 ・太 原 充子 ・達 家 雅 明 ・阿部 博 子 ・小 田

島粛 夫=5-FUの 制 癌 効果 を増 強す る試 み.癌

と化 学 療 法10:1858～1865,1983

11)奥 田拓 道 ・升 野 博志 ・田 口平 八 郎 ・池谷 幸 信 ・武

内淑 子 ・新 津 和 明 ・榊 原 厳 ・新保 真 澄 ・細 谷 英

吉:癌 毒 素(ト キ ソホ ル モ ンーL)に 対す る 十 全

大 補 湯 お よび補 中 益気 湯 の作 用 一 特 に 当帰 に 含 ま

れ る阻 害 因 子 一 に つ い て.第17回 和 漢 薬 シ ンポ ジ

ゥ ム(富 山)講 演 要 旨集,富 山医 科 薬 科 大学 附属

病 院和 漢 診 療 部.38P.富 山.1983

12)黒 田 昌男 ・古 武 敏 彦:泌 尿器 進 行 癌 患 者 の 自覚症

状 に対 す る補 中 益 気 湯 の 使用 経 験.漢 方 医 学5=

14～15,1981

(198・i年5月31日 受 付)




